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本稿は 2024 年能登半島地震の被災地である石川県と富山県に立地する 3 つのモスク―1. 金沢モスク，2. 
Al-Faruq モスク，3. 富山モスク―の発災直後の対応または支援活動について報告することを目的とする．

そのため，発災から約 1，2 カ月の間に対象モスクの代表者または副代表者を中心にインタビュー調査を

実施した．結果，3 つのモスクとも，発災直後から旅行中や近隣の被災ムスリムの避難所として機能して

いた．また，金沢モスクと Al-Faruq モスクは発災から約 1 週間の内に能登半島の技能実習生（インドネシ

ア人ムスリム）への救援物資提供を行っており，その後も継続的に支援を実施していた．Al-Faruq モスク

は炊出しも行い，日本人（非ムスリム）と技能実習生へ食事を提供していた．これらの対応や支援活動は

既往の自然災害発災時における被災地のモスクでも見られたものであり，一般性の高い知見といえる．な

お，本稿は Kotani et al. 1)に基づく和文原稿である．  
 

     Key Words: mosques, Islam, Muslim, minority, foreign technical intern trainees 
 
 
 
1. はじめに 
 

2024 年能登半島地震の主たる被災地である能登半島

（図-1）の珠洲市や能登町では，漁業を中心に従事する

外国人技能実習生が暮らしている．珠洲市では 2020 年

時点で総人口約 13000 人の内，外国籍住民は 72 人であ

り，能登町では約 16000 人の内，外国籍住民は 151 人で

ある 2)．そして，外国籍住民の内，在留資格「技能実習」

は2023年時点で珠洲市では約6割，能登町では約半数で

ある 3)．日本社会において技能実習生を含む外国籍住民

は圧倒的な少数派であり，言語や文化，宗教の観点で災

害弱者となりうる 4)，5)．彼ら・彼女らを取り残さない支

援が求められる 6)． 
既往の自然災害でこのようなマイノリティ外国人も含

 
1 日本のモスクや在日ムスリムの詳細についてはNakhleh et al. 
(2008)18)や 店田 (2015) 19) ，岡井 (2018)20)を参照してほしい． 

めて支援を実施してきた団体として地元のモスクが挙げ

られる
0F

1．例えば 1995年阪神淡路大震災では神戸ムスリ

ムモスクが近隣ムスリムの避難所となり，彼らにハラー

ルフードを提供した 7)，8)．近年では，2011 年東日本大震

災において仙台モスクが近隣ムスリムの避難所となった

り 9)，10)，2016年熊本地震において熊本モスクが被災外国

人に外国語の情報や彼ら・彼女らの慣習に沿った支援物

資を提供したりした 10)，11)．ただし，日本のモスクの災

害時の活動を記録する資料は，発災から暫く経った後

（例えば，短くて 4カ月後 11)）のインタビューが基にな

っている．インタビュー対象者の記憶が鮮明な内に詳細

な記録を残すためにも，発災直後のモスクへの調査とそ

の記録が必要である． 
そこで本稿は 2024 年能登半島地震の被災地である石
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川県と富山県に立地する複数のモスクが発災直後からど

のような機能を果たしたのか，あるいは対応したのか，

について速報することを目的とする．そのため，モスク

で中心的な役割を担う人物に対して，発災から 1，2 カ

月の内にインタビュー調査を行い，その活動を記録する． 
 
 

2. 手法 
 
本研究では石川県と富山県に立地する 3つのモスク―

1. 金沢モスク（Umar bin Al-Khattab Masjid 
1F

2），2. Al-Faruqモ
スク，3. 富山モスクを対象とする（図-1，図-2， 表-1）．

これら 3つのモスクは 2024年能登半島地震発生時点
2F

3で

石川県と富山県に立地する 4つのモスクの内の正式に開

堂しているモスクであり
3F

4，全て宗教法人 富山ムスリム

センター（Toyama Muslim Center）の傘下にある．対象と

する地震では，金沢市は推定震度 5弱，富山市と射水市

は震度 5強の揺れであったものの（図-1），各モスクの

立地場所は津波の浸水被害はなく，停電や断水，通信障

害の影響もなかった．また，各モスクの建物被害はなく，

モスク利用者の中で死傷者はいなかった． 
各モスクの代表者または副代表者を主対象に，発災後

 
2 マスジド（masjid）はアラビア語でモスクを意味する． 
3 2023年末時点で，石川県と富山県にそれぞれ約2900人，4200
人のムスリムが居住していると推定されている 21)． 
4 インタビュイーCによると，本稿が対象とするモスク以外

に，富山県高岡市に高岡モスク（鉄筋コンクリート造りの3階
建て建物）が存在する．発災時，高岡モスクは近隣ムスリムの

避難所となったとのことである．ただし，約2年前からリフォ

約 1，2 カ月の間に，発災以降のモスクまたはインタビ

ュイーの動きや活動についてインタビュー調査を行った

（表-2）．3 つのモスクに関し合計 5 人にインタビュー

を行った．複数のインタビュイーが存在するため，以下

では彼ら・彼女らを次の通りインタビュイーAから Eと

呼ぶこととする： 
• インタビュイーA：金沢モスクの副代表（日本人） 
• インタビュイーB：金沢モスクの副代表の妻（イ

ンドネシア人） 
• インタビュイーC：Al-Faruq モスクの代表者（シリ

アとロシアの二重国籍） 
• インタビュイーD：Al-Faruq モスクの代表者と支援

を共にした日本人ボランティア女（非ムスリム） 
• インタビュイーE：富山モスクの代表者（パキスタ

ン人） 
金沢モスクの管理・運営は，主にインタビュイーA

（副代表の日本人男性）とインタビュイーB（インドネ

シア人の妻）によりなされている
4F

5．インタビュイーC
（Al-Faruq モスクの代表者）は，宗教法人 富山ムスリム

ームを始めており，発災時，普段の礼拝活動は行われているも

のの，リフォーム途中であり，正式には開堂していない．その

ため，高岡モスクは調査対象から除くこととする． 
5 インタビュイーAによると，金沢モスクの代表者は遠方の他

県に在住している．代表者は週に数回は金沢に来るものの，生

活の基盤は群馬県にあるとのことであり，金沢モスクは実質的

にインタビュイーAとBを中心に管理・運営されている． 

 
図-1 2024年能登半島地震の推計震度分布と対象モスクの立地（気象庁の推計震度分布

（https://www.jma.go.jp/bosai/map.html#7/36.778/137.417/&contents=estimated_intensity_map）を基に作成） 

富山モスク

Al-Faruqモスク
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センターの代表者でもある．Al-Faruq モスクについては

オンラインと対面によるインタビューを実施し，その他

のモスクについては対面のインタビューを実施した．イ

ンタビューは半構造化形式をとり，モスクまたはインタ

表-1 モスクの概要（文献19)とインタビューを基に作成） 
モスク名 立地場所（海岸からの直線距離 

[km]と標高 [m]） 
設立年 建物種別 主たる利用者の特性・利用者数 

金沢モスク 石川県金沢市（11 km，56 m） 2014 二階建て戸建住宅 金沢大学留学生 
男性と女性 
通常礼拝：2，3名 
金曜礼拝：50名以上 

Al-Faruqモスク 富山県富山市（6 km，11 m） 2014 三階建て戸建住宅 富山大学留学生 
男性と女性 
通常礼拝：約15名 
金曜礼拝：約150名 

富山モスク 富山県射水市（2 km，1 m） 2021 一階建て戸建住宅 外国籍労働者 
男性のみ 
通常礼拝：約200名 
金曜礼拝：500名以上 

 

(a) 

 

(b)  

 

(c)  

 

図-2 対象モスク：(a) 金沢モスク，(b) Al-Faruqモスク，(c) 富山モスク 
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ビュイーがいつ，どこで，誰に，誰と，どんな活動を行

ったのかを問うた．インタビュー実施日までの活動を問

うたため，本稿で記録する活動の対象期間は発災から約

2 カ月間である．なお，対面インタビューでは，インタ

ビュイーが活動内容（i.e., いつ，どこで活動したか）を

想起しやすくするために2024年1月と2月のカレンダー

と能登半島の地図を見せながらインタビューを行った． 
 
 
3. 結果 

 

(1) 金沢モスク 

インタビュイーA（副代表の日本人男性）と B（その

インドネシア人の妻）によると金沢モスクは発災当日

（1 月 1 日），市外から金沢に遊びに来ていた外国籍ム

スリムの避難所として機能した（図-3）．地震で電車が

止まり，金沢から自宅へ帰られなくなった人たちが 10
名程度 1晩モスクに宿泊した．雑魚寝状態であったが，

エアコンは使えたので，暖をとることができた． 
発災直後から 3度，金沢モスクのインタビュイーAと

 
6インタビュイーAとBによると物資の買い足しや資金収集で

は普段のモスクの利用者の協力は得ていないとのことであっ

た．支援のスピードを重視しており，普段のモスクの利用者の

協力を得ようとすると支援に時間がかかってしまうと感じたた

B は能登半島に住むインドネシア人技能実習生に対して

支援物資の提供を行ってきた（図-3）．まず 1月 6日に

支援を実施している．具体的には，1 月 3 日にインタビ

ュイーB は珠洲市在住者に被害状況を問合せ，当地に支

援に行くことを決めた．1 月 5 日にはインタビュイーB
にインドネシア大使館から連絡があり，かつその日に大

使館が物資を車に積んで金沢に持ってきた．インタビュ

イーAとBは自分たちでも金沢にて物資を買い足し，水，

パン，米，卵，トイレットペーパー，油，ガスコンロ，

灯油などを準備した．インタビュイーB は多文化共生社

会の実現に寄与することを目的とした NPO の理事を担

っており，物資の調達にはその NPOの資金が使われた
5F

6．

そして 1月 6日に，それら物資を車に積んで，知人夫婦

と共に，車 2台で珠洲市に向かった．午前 4時に出発し，

午前 11 時半ごろに能登町小木（以下「小木」．図-1）

に到着しインドネシア人技能実習生約 50 人に物資を手

渡した．その後，午後 1 時頃に珠洲市蛸島（以下「蛸

島」．図-1）に到着しインドネシア人技能実習生約 20
人に物資を手渡した

6F

7．道路の損傷が激しい箇所が多数

あり，交通渋滞も起きていたため往復で 14 時間かかり

めである． 
7 石川県によると2023年12月時点でインドネシア人が能登町

には73人，珠洲市には21人居住しており 3)，この統計情報と

インタビュー回答は概ね整合している． 

表-2 インタビューの概要 
モスク名 調査日（2024年） インタビュイー（国籍，性別，年齢，

日本在住年（2024年時点）） 
インタビュアー インタビュー時間 

金沢モスク 3月3日 インタビュイーA：モスク副代表 
（日本，男性，50代，出生以来） 
インタビュイーB：モスク副代表の妻 
（インドネシア，女性，40代，25年
弱）  

著者全員 2.0 時間 

Al-Faruqモスク 1月29日（オンライン）  インタビュイーC：モスク代表者 
（二重国籍：シリアとロシア，男性，

40代，20年弱） 
インタビュイーD：モスク代表者と支

援を共にした日本人ボランティア女性 
（日本，女性，70代，出生以来） 

第一，第二， 
第三著者 

2.0 時間  

3月4日（対面） インタビュイーC：モスク代表者 著者全員 1.5時間 
富山モスク 3月4日 インタビュイーE：モスク代表者 

（パキスタン，男性，50代，約35年） 
著者全員 0.5時間  

 

 
図-3 2024年1月と2月の金沢モスクの対応の概要 
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（発災前は往復 6 時間程度），金沢に戻ったのは午後 8
時頃であった．同伴した夫婦が 1月 4日に能登半島北部

まで行っていたこと，また，インタビュイーAとBは震

災以前から観光や実習生の様子を見に能登半島に行って

いたため土地勘があったことにより，おおよそどの道路

を通行すればよいか，どこに実習生がいるかは分かって

いたとのことである．インタビイューAとBによると能

登半島において技能実習生のほとんどは能登町と珠洲市

に住んでおり，技能実習生以外にムスリムはほぼ皆無で

ある．実習生は全員がインドネシア人男性で，ほぼ全員

がムスリムであるとのことである．この技能実習生たち

は発災翌日に地域の避難所に行ったが満員で入ることが

できず，寮に戻って生活をしているとのことであった．

自治体の支援物資の配給や今後の就労についての情報が

彼らに行き届いていない状況であったとのことだった． 
次に支援を行ったのは 1 月 14 日であった．その日ま

でに大阪イスティクラールモスクが金沢に支援物資（肉，

野菜，調味料，トイレットペーパー，シリアルなど）を

持ってきていたり，東京の NPO が米 100 kg を郵送して

きたりしていた．インタビュイーAとBは，それら物資

を 1月 6日と同じ能登町小木と珠洲市蛸島の技能実習生

に車で持参した
7F

8．午前 5 時半に金沢を出発し，能登町

小木には昼前に着き，珠洲市蛸島には午後 1時頃に着き，

金沢に到着したのは午後 8時頃であった． 
その後，再び技能実習生に支援を行ったのは約 1カ月

 
8 同伴したのは地元テレビ局のスタッフ（支援活動の取材をさ

せてほしいと依頼があった）と蛸島で働く実習生3名であっ

後の 2月25日であった．インタビュイーAとB，および

インタビュイーBが理事を務める NPOの職員 1名の計 3
名が物資（ハラール肉，ハラール菓子，インドネシア特

有の調味料など）を車 1台に積み，小木と蛸島に持参し

た．物資を届けるだけでなく，実習生は地震のトラウマ

でストレスを抱えている様子だったので，就労も含めた

今後の支援の在り方を模索するためにもヒアリングを行

ったとのことだった． 
 

(2) Al-Faruqモスク 

インタビュイーC（Al-Faruq モスクの代表者）による

と，Al-Faruq モスクは発災当日（1月1日），避難所とな

った．普段のモスク利用者のうち，富山県に出された津

波警報を心配し，近隣に住むムスリム 20から 30人程度

が，モスクへ避難してきた．彼らは 4時間ほどモスクへ

とどまった． 
発災直後からインタビュイーC は能登半島に居住する

技能実習生を含む被災者への支援物資の提供，さらには

被災地での炊出しを実施した：1 月中の支援活動概要は

図-4の通りである．インタビュイーCは発災当日，旅行

で東京に滞在していたが，1 月 3 日には富山ムスリムセ

ンターのオンラインミーティングを実施し被災地で何か

できることはないかを話し合った．インタビュイーC は

た．実習生は地震発生時に金沢に来ていて，蛸島に帰られない

ままだった． 

 
図-4 2024年1月のAl-Faruqモスクの対応の概要（「炊出し」は被災者への支援物資の提供を含む） 

Mon Tue Wed Thu Fri Sat Sun

January 2024

7

8 109 11 12 13 14

15 1716 18 19

25 26

20 21

22 2423 27 28

29 3130

1 2 3 4 5 6

支援物資の提供 炊出し 炊出し

支援物資の提供 炊出し 炊出し

支援物資の提供

支援物資の提供

炊出し 炊出し

支援物資の提供 珠洲市にて
炊出し
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1月4日には東京から富山に戻り（地震がなければ1月7
日まで東京に滞在する予定だった），1 月 5 日朝から，

日本人ボランティアの女性（インタビュイーD）と珠洲

市に向かった．インタビュイーC はインタビュイーD が

準備していた物資を車で運び，珠洲市に到着したのは午

後 8 時頃だった．インタビュイーC はインタビュイーD
だけを現地に残し，1月6日朝に自宅に着いた（1月7日
にはインタビュイーD が中心となり珠洲市の小学校避難

所で炊出しが始まった）．道路状況が悪く，珠洲市への

往復で 24 時間かかったとのことである．インタビュイ

ーCは 1月 7日に富山にて物資（野菜など）の調達をし，

1月8日に再び珠洲市へ向かった．その後，1月中は週末

と水曜に（2 月中は週末にのみ）支援物資（野菜，ジュ

ース，パンなど）を避難所となっている珠洲市の小学校

や保育園，蛸島（約 20人）と小木（約 50人）のインド

 
9 金沢モスクの回答と同様に，Al-Faruqモスクの回答も石川県に

居住するインドネシア人数の統計情報 22)と概ね整合している． 
10 インタビュイーCによると被災地の支援に行きたい普段のモ

ネシア人技能実習生の住む寮へ届けた （図-5a）
8F

9．イン

タビュイーC によると，各場所を回りながら必要な物資

を聞き，次回以降の支援の際に当該の必要物資を持って

いく活動を繰り返したとのことである．技能実習生は，

発災直後は避難所に行ったが，言葉が通じなかったこと

や，避難者は高齢者ばかり（技能実習生は 20 代中心）

で生活リズムがあわず，周りに配慮したことから，避難

所を離れ，寮で生活していたとのことである．技能実習

生には水も食料も十分に行き届いていなかった．そのた

め，水，パン，ハラール食，トイレットペーパー，野菜，

油，モバイルバッテリーなどを持っていたとのことであ

る． 
インタビュイーC や富山ムスリムセンターのメンバー

が加わって炊出しが本格化したのは 1 月 11 日からであ

る．富山ムスリムセンターの 5 名程度で
9F

10，珠洲市の小

スク利用者も多くいるが，同伴する人数が多くなるとコミュニ

ケーションに時間がかかり動きにくくなるうえ，避難所では水

などの資源が限られているため，同伴者数を絞っているとのこ

(a) 

 

(b) 

 

(c) 

 

図-5 (a) インドネシア人技能実習生への支援物資の提供（写真の中央がインタビュイーC），(b，c) 珠洲市の小学校避難所

での炊出し（写真出典：Toyama Muslim CenterのFacebook（https://www.facebook.com/alfaruqtmc）．2024年1月11日掲載分） 
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学校避難所にて大鍋でハラールカレーを作り始めた（図

-5b および図-5c）．そして，小学校への避難者に提供す

る他，近隣の保育園やビニールハウスでの避難者および

蛸島と小木のインドネシア人技能実習生へも食事を配り

に行った．彼らは，1月11日当日には富山に戻ったが，

1月20日，21日からは現地に宿泊し土日をまたいだ支援

を始めた．その後，毎週末炊出しを実施し，カレー以外

にも焼きそばや日本食を提供することもあった． 
 
(3) 富山モスク 
 富山モスクのインタビュイーE（パキスタン人のモス

ク代表者）によると発災当日（1 月 1 日）から 2 週間程

度，富山モスクは近隣のムスリムの避難所となった．地

震発生時にインタビュイーE はパキスタンに帰国してい

たため
10F

11，モスクの social networking service（WhatsApp）の

グループ経由で「困っている場合は誰でもモスクに避難

してきてもよい」とウルドゥー語でアナウンスした．普

段のモスク利用者は海岸沿いやモスク近隣に住む者が多

く，発災直後の津波を警戒し，ムスリム 50 人程がモス

クに避難してきた（ムスリムが連れてきた日本人も 1，
2 名が避難してきた）．発災当日後も，夜は自宅で過ご

すことに不安を覚える人がモスクに一時的にとどまり，

モスクと自宅を行ったり来たりする状況が 2週間程度続

いた． 
富山モスクは発災後，物資や寄付を集めることを中心

に行った．普段の利用者の中から寄付を募ったり，物資

を買い集めたりした．それら集めた物資をインタビュイ

ーC （Al-Faruq モスクの代表者）に預け，前節で示した

救援物資供給に貢献した． 
 
 
4. おわりに 

 2024 年能登半島地震の被災地である石川県と富山県

に立地する3つのモスク―1. 金沢モスク，2. Al-Faruqモス

ク，3. 富山モスク—の働きをまとめると表-3のようにな

る．1. 避難所と 2. 救援物資支給・炊出しが被災地のモス

クの大きな機能・役割であったといえる．発災後の避難

所については，モスクはムスリムにとっては普段利用す

る馴染みのある，あるいは心理的に安心する場所なため，

指定外の避難所としてモスクが利用されたことがうかが

える．2011年東日本大震災の被災地に立地する仙台モス

ク 10)や2016年熊本地震の被災地に立地する熊本モスク 10)

でも各モスクが旅行中や近隣の外国籍ムスリムの避難所

となっており，この知見は一般性の高いものであるとい

える． 
救援物資支給・炊出しについては外国籍ムスリムマイ

 
とであった． 

ノリティを取り残さない形で実施されていた．金沢モス

クは物資や就労の情報が届きにくいインドネシア実習生

が取り残されないように支援していた（3.1 節）．Al-
Faruq モスクは上記実習生も含めて救援物資や炊出しを

提供していた（3.2節）．これらの活動は1週間以内に行

われており，かつその後も継続されていた．一般的に，

技能実習生は，その労働，生活，経済状況（e.g., 家族と

の離別による社会的なつながりの喪失，居住地の選択の

自由の欠如，ローンや低収入による経済的負担）のため，

日本の一般的な外国籍労働者よりも脆弱な立場に置かれ

る 12)，13)，14)．今回の地震でも明らかになったように，災

害時には彼らの脆弱性はさらに高まる．つまり，今回の

地震でも地方自治体や政府は，被災した技能実習生の人

数や被害の情報を十分に把握していなかった 15)．また，

技能実習生は政府やその他の組織から十分な支援を受け

ていなかった（3.1および 3.2節）．災害時に彼らの脆弱

性がさらに高まることを考慮すると，モスクが迅速かつ

継続的に提供した支援は，被災した技能実習生にとって

極めて有益であったと考えられる．2016年熊本地震にお

ける熊本モスクでも被災外国人に外国語の情報や彼ら・

彼女らの慣習に沿った支援物資が提供されており 10)，11)，

マイノリティを取り残さない形での支援についての知見

の一般性も高いといえる．ただし，今回の金沢モスクと

Al-Faruq モスクの活動は普段のモスク利用者一同で実施

したものではなく，モスクで普段中心的な役割を担う人

物が率先して行っている点には留意しておく必要がある． 
上述した知見は今後，行政や他のステークホルダーが

マイノリティを取り残さない活動を進める上で役立つも

のであると考える．発災後にモスクが避難所として機能

したことやモスクがマイノリティを取り残さない形で支

援を実施していたことを踏まえると，行政や他のステー

クホルダーは，地域のモスクとコミュニケーションをと

ったり，救援物資を提供したりすることで，地域の被災

者の中でもより脆弱な存在になりうるマイノリティにア

プローチできる可能性がある．コロナ禍では，コロナワ

クチン接種において，言語や宗教（ジェンダー）の点で

接種において取り残されやすい外国籍住民を包摂するた

11 インタビュイーEは2024年1月18日に日本に戻ってきた． 

表-3 地震発生直後のモスクの機能と役割のまとめ 
モスク名 対応内容 
金沢モスク 避難所 

救援物資支給 
Al-Faruqモスク 避難所 

救援物資支給 
炊出し 

富山モスク 避難所 
救援物資支給 
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め，行政がモスクに働きかけて，モスクを接種会場とし

て利用した事例が存在する 16)，17)．このような姿勢や取

組みが自然災害時を対象としても拡がっていくことが期

待される． 
本稿は速報性を重視しているためいくつかの課題を残

す．一つ目は，インタビュイーとしてモスクで日頃中心

的な役割を果たしている者を主に選定したが，支援を受

けた実習生や日本人被災者へも対象を拡げる必要がある．

それにより支援の価値をより詳細に明らかにできるだろ

う．二つ目は，本調査は発災後 2カ月の活動を対象とし

たが，以降の復興も含めたフェーズでの活動にも注目す

る必要がある．金沢モスクのインタビュイーAとBによ

ると技能実習生は地震のトラウマでストレスを抱えてい

る様子であり，彼らの長期のメンタルヘルスへの支援の

必要性は高い．また，能登半島において技能実習生は漁

業の担い手になっており，彼らへの支援は地元産業（漁

業）の復興にとっても重要である．以上の課題は残すも

の，本稿は発災直後からの複数のモスクの活動を速報的

に記録するものとして価値があり，今後の行政やその他

ステークホルダーにとってマイノリティにアプローチす

ることを検討する上での貴重な資料となるだろう． 
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